
――ビジネスでスマートフォンが注目

される理由について、どのようにお考

えですか。

　スマートフォンは多機能な携帯電話

端末の総称です。1台で携帯電話とノ

ートパソコンの機能を備えていること

から、コミュニケーションや業務効率

を向上できます。こうした利点に加え、

最近はスマートフォンをビジネスで利

用しやすい環境が整ってきました。無

線LANやWiMAX（ワイマックス）と

呼ばれる無線通信技術の発達により、

外出先から高速なモバイル通信を低

コストに利用できるようになりつつ

あります。

携帯電話の利便性とノートパ

ソコンの機能性を備えたス

マートフォン。富士通ビー・エス・

シー（以下、富士通BSC）は長年培っ

てきたアプリケーション開発・実行

基盤やデバイス制御、セキュリティ

などの技術力をベースに、スマート

フォン向け統合開発環境ソフト

「MobileUnity」をモバイル市場に

投入。スマートフォンの動向や

MobileUnityの優位性を同社社長

の兼子孝夫氏に聞いた。
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「MobileUnity」でモバイル革命に挑戦

　また、スマートフォン向けの基本ソ

フト「Windows Mobile」の登場によ

り、パソコンとの連携もスムーズに行

えることから、業務への活用が一気に

広 が る と 期 待 さ れ て い ま す。

Windows Mobileを搭載したスマー

トフォンが各メーカーから発売され、

国内の携帯電話会社は本格的にモバイ

ル市場に投入し始めているところです。

　基本ソフトに関してはマイクロソフ

トのWindows Mobileに加え、グー

グルがLinuxベースのフリーソフト

「Android」を発表し、大きな反響を呼

んでいます。さらに、アップルはヒッ

ト商品のiPodにスマートフォンの機能

を備えた「iPhone」で市場に参入する

とみられています。今後、スマートフォ

ン市場は大きな成長が期待でき、ビジ

ネスの「主戦場」になりそうな様相です。

利用が広がるスマートフォン

――Windows Mobile対応スマート

フォンはどんなインパクトがあるので

すか。

　パソコンで作成した文書やデータを

スマートフォンに取り込み、社外で利

用するといった連携がスムーズに行

え、営業担当者など社外で働く人た

ちのビジネススタイルを革新するポ

テンシャルがあるとみています。

　企業がスマートフォンを業務で利用

するためには、セキュリティをはじめ、

様々な技術が不可欠です。そこで、当

社が長年培ってきた技術をベースに、

スマートフォン向け統合開発環境

ソ フ ト「MobileUnity」を 製 品 化 し、

この4月に発売する予定です。ビジネ

ス利用の拡大が期待されるスマート

フォン市場において、当社が持つ技

術力の優位性を「MobileUnity」で発

揮できると確信しています。

――「MobileUnity」はどんな特徴が

あるのですか。

　技術的には3つの

ポイントがあります。

その第1が業務アプ

リケーション開発・

実行基盤です。サー

バとスマートフォン

が連携して動作する

業務アプリケーショ

ンを容易に開発でき

るプラットフォームを提供します。第

2は、デバイス制御と運用管理です。

スマートフォンに付随する各種デバイ

スをアプリケーションから利用した

り、端末の状態をリモートコントロー

ルできます。

　そして、第3がセキュリティ技術で

す。スマートフォンを社外で安全に利

用できるスマートフォン向けセキュリ

ティ製品「FENCE-Mobile」を開発し

ています。

　「MobileUnity」で実現する技術は

一朝一夕に成し遂げられるものではあ

りません。当社が長年、積み重ねてき

た業務アプリケーションや組込みシス

テムなどの独自技術があり、これが当

社の強みとなっているのです。

　「MobileUnity」の製品化にあたり、

セキュリティやアプリケーション開発

などの様々な部門が連携する全社プロ

ジェクトに位置付けています。これま

で、情報技術の標準化では欧米が主導

する傾向も見受けられました。スマー

トフォン市場が世界規模で拡大する

中、社員には日本だけでなく、世界の

デファクトスタンダードになる意気込

みを持ち、全力で取り組むよう号令を

かけているところです。

　「MobileUnity」の特徴は、開発者が

業務処理の実装に専念できる実行基盤

と開発環境を提供していることです。

例えば、受発注のアプリケーションを

開発する場合、スマートフォンの画面

サイズに合わせて商品の在庫確認と発

注処理など複数の画面に分割して表示

できれば利用者は便利です。こうした

複数の画面を遷移しながら行う業務処

理も、画面の各項目ごとに呼び出す処

理のひな形を自動生成するため、簡易

に業務アプリケーションを開発できる

フレームワークを用意しました。

――そのフレームワークとはどんなも

スマートフォンを業務で使いこなす
統合開発環境ソフトを提供

スマートフォンを業務システムで活用する際に必要なセキュリティ、運用管理を考慮し、
高機能・高品質のシステム開発環境をワンストップで提供
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のなのですか。

　 富 士 通 が 作 成 し た「Topjax 

Solution」という開発フレームワーク

です。Topjax Solutionは最近話題

のAjaxと同様オブジェクト指向プロ

グラミング言語であるJavaとXML

技術をベースとしています。今回これ

をスマートフォン向けにカスタマイズ

し、C♯に対応しました。これにより

スマートフォン向け業務アプリケーシ

ョンの開発作業の標準化や短期開発が

可能となりました。このフレームワー

クを業務アプリケーションの実行エン

ジンに適用することで、業種・業態に

かかわらず、共通の実行基盤を提供で

きる利点があります。

――スマートフォンのデバイス制御

と運用管理はどのように実現している

のですか。

　当社の携帯電話向け業務活用ソリュ

ーション「MobileManager」の技術を

ベースに、スマートフォン向けのミド

ルウェアを用意してい

ます。スマートフォンに

搭載されるカメラや無

線通信、バーコードリー

ダなどの各種デバイス

を利用する際、機種に依

存していたデバイスの

制御をこのミドルウェ

アが吸収することによ

り、利用者は業務アプリ

ケーションから各種デ

バイスを自由に使える

ようになります。

　また、リモートによる

端末の運用管理機能を提供します。

万一、スマートフォンを紛失した場合、

本社の情報システム部門などが遠隔操

作で端末の機能を停止したり、データ

を消去するなど、安心してスマートフ

ォンを業務に活用できます。さらに、

デバイスドライバなどのソフトを組み

込む技術は、エンベデッドシステムの

分野で長年培っており、当社の最も得

意とするものです。

独自開発のセキュリティ技術

――スマートフォンの利便性は理解し

ても、セキュリティに懸念を持つ経営

者も多いようです。

　コンプライアンスや内部統制の観点

からも情報保護が企業の最重要課題に

なっており、スマートフォンのビジネ

ス利用を促進するためには、セキュリ

ティの強化は欠かせません。スマート

フォン本体や外部記憶メディアには営

業情報や顧客情報、電子メール、アド

レス帳などの重要な情報が保存されま

す。一般的なノートパソコンと違い、

スマートフォンは電源を切っても情報

が消去されない不揮発性のフラッシュ

メモリーが使われており、本体の内蔵

メモリーと外部記憶メディアを含めた

データ暗号化が必須になります。

　また、社外で無線LANサービスを

利用する際、無防備なままだと盗聴さ

れる危険性があります。海外では無線

LANサービスの場所にパソコンを持

ち込んで盗聴している人がいるそうで

す。日本でも安全に社内システムへア

クセスするためには、無線LANの部

分にも暗号化機能が不可欠というわけ

です。

　そこで、「MobileUnity」ではスマ

ートフォン、無線LAN、本社側サー

バのデータベースを含め、一気通貫の

データ暗号化を図っています。徹底し

たデータ暗号化に加え、外部媒体など

の利用を制限して情報漏洩を抑止する

セキュリティ技術は、当社のパソコン

向けセキュリティ製品「FENCEシリ

ー ズ 」で 培 っ て き た も の で す。

「FENCEシリーズ」は200万ライセ

ンスに及ぶ導入実績があり、多くの企

業から高い評価を得ています。

　現在、スマートフォン向けにデータ

暗号化や情報漏洩を抑止するセキュリ

ティ技術を自社開発で実現している

IT企業は世界で数社、日本では当社

のみと自負しています。自社開発だか

らこそ、セキュリティ機能の強化にも

スピーディに対応できるのです。

――「MobileUnity」により、スマー

トフォンの使い方は変わりますか。

　業務ごとに様々な使い方が可能で

す。例えば、営業

担当者が顧客を

訪問する際、商品

の在庫情報を社

内システムから

スマートフォン

に取り込んで、顧

客先で受発注処

理を行うことも

で き ま す。 そ し

て、スマートフォンに取り付けたモバ

イルプリンタで発注確認書を印刷して

顧客に手渡すことで帰社後、確認書を

送付する手間もなくなり、業務を効率

化できます。

――身近なメールからスマートフォ

ンを利用する方法もありますか。

　はい。メールの送受信から使い始め、

業務アプリケーション連携へと拡張す

るなど、柔軟なシステム開発環境を提

供しています。企業ニーズに応じたア

プリケーション開発を含め、スマート

フォンの業務活用を支援していく考え

です。当社で積み上げてきた技術が時

代の趨勢となり、スマートフォン向け

統合開発環境ソフト「MobileUnity」

の製品化で結実したものです。今後と

も、富士通BSCは技術にこだわり、

「明日の仕事」につながる技術の種を育

てていきたいと考えています。　　A

株式会社 富士通ビー・エス・シー
ビジネスサポート本部　企画広報部
〒135-8300　東京都港区台場2-3-1（トレードピアお台場）
TEL：03-3570-3481　URL：http://www.bsc.fujitsu.com/

「
自
社
開
発
だ
か
ら
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
の

　
　
　
　

強
化
に
も 

ス
ピ
ー
デ
ィ
に
対
応
で
き
る
」

QRコード
読取

画像添付

お客様先 移動中 事務所

モバイル営業日報の例（端末/ネットワーク/サーバすべてを暗号化）

営業情報を
事前に登録
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短距離無線通信を利用した
外部機器との連携も可能
（モバイルプリンタの例）

利用シーン MobileUnity

PC操作ライフ
サイクル

自宅

 オフィス

 インターネット

 サーバルーム

外出先

持ち出し時は常に暗号化

FENCE-G
Premium

自宅などへ持ち帰る機密情
報は常に暗号化することで
安心して持ち出せます。

PC操作内容を完全追跡

FENCE-
Tracer

ITリソースの使用状況を記録
し、トラブルの兆候を検知したり、
システム増強の検討材料として
役立てます。

スマートフォン/PC間の暗号データ連携

FENCE-
Mobile

スマートフォン上で編集した機密情報は
即暗号化。
帰社後、スマートフォン上の暗号データ
をPCへ転送後は、自動的に復号され
シームレスなデータ連携を可能とします。

ID統制

AD連携
社内の組織やユーザー情
報とセキュリティポリシーを
完全連携し、確実なアク
セスコントロールを実現。

HDD丸ごと暗号化

FENCE-
Pro

ローカルディスクの機密情
報は丸ごと暗号化。デスク
トップやマイドキュメントなど
特殊フォルダも安全です。

共有フォルダの暗号化

AD連携

組織内で共有する機密
情報は共有フォルダごと
暗号化し、権限のない
ユーザーからのアクセス
をシャットアウトします。

メール添付ファイルを一括暗号

FENCE-
Mail For
Gateway

社外に発信するメールは
条件に従い一括暗号しま
す。誤送信、暗号し忘れ
などを防ぎ安心です。

HDDの暗号化とアクセス制御

FENCE-Pro

FENCE-AP

アクセス権限のある利用者
以外のログオンを防ぎ、ハード
ディスクを丸ごと暗号化する
ことで紛失・盗難などの脅威
から機密情報を守ります。

あらゆるビジネスシーンで強固なセキュリティを実現

※本文中に記載の会社名および商品名は、各社の商標または登録商標です。


